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新 聞 記 事

・日本経済新聞．“早大と慶大、「早慶和書電子化推
進コンソーシアム」を発足”．2022. 10. 20,

・慶應塾生新聞．“紙から電子へ　慶應義塾大学メ
ディアセンターの新たな挑戦”．2022. 12. 12，p. 3．

・慶應塾生新聞．“新春卯年企画　泉鏡花の愛した
兎を守る　慶應義塾図書館”．2023. 1. 12，p. 4．

・慶應塾生新聞．“課題の不安はメディアセンター
で解決：「スタディサポート」で学業に自信を”．
2023. 3. 29，p. 6．

雑誌論文・記事

・“山上広場，慶應義塾図書館新収資料展二〇二二が 
開催”．三田評論．2022. 6，no. 1267，p. 100-101．

・“早慶図書館システム共同運用プロジェクト年間 
報告”．早稲田大学図書館年報．2022. 7. 13，2021
年度，p. 15-16．

・田中真紀.“つくるからはじめる-ファブスペース 
取材記”．KEIO SFC REVIEW．2022. 8. 10，Summer 
2022，p. 4-7．

W e b

・関秀行．“慶應義塾大学のHathiTrustへの加盟”．
カレントアウェアネス-E．No. 441．E2525．2022.  
8. 18．

 ，（参照　2022-8-18）．
・“早慶和書電子化推進コンソーシアム、早稲田大

学と慶應義塾大学の学生・教職員向けの電子書籍
プロジェクトを開始：電子書籍1,200点以上を期
間限定で提供”．カレントアウェアネス-R．2022. 
10. 20．

 ，（参照　2022- 
10-20）．

・“早大と慶大、「早慶和書電子化推進コンソーシア
ム」を発足”．日本経済新聞．2022. 10. 20．

  
，（参照　2022-11-04）．

・“「早慶和書電子化推進コンソーシアム」発足”．
時事通信．2022. 10. 20．

 

，（参照　2022-11-08）．

・“早稲田大学と慶應義塾大学協働の和書電子化推

進プロジェクトにKinoDenが参加”．福島民友新

聞．2022. 10. 20．

 

，（参照　2022-11-08）．

・正田拓也．“国内出版 5 社が電子書籍1200点を、早

稲田と慶應義塾の図書館に提供”．EDU WATCH 

IMPRESS．2022. 10. 21．

  

，（参照　2022-11-08）．

・“「早慶和書電子化推進コンソーシアム」発足”．

PR TIMES．2022. 10. 20．

  

，（参照　2022-11-08）．

・“「早慶和書電子化推進コンソーシアム」発足”．

HEAD TOPICSS．2022. 10. 20．

  

，（参照　2022-11-08）．

・“早稲田大学と慶應義塾大学協働の和書電子化推

進プロジェクトにKinoDenが参加”．秋田魁新報．

2022. 10. 20．

  

，（参照　2022-11-08）．

・“早稲田大学と慶應義塾大学協働の和書電子化推

進プロジェクトにKinoDenが参加”．朝日新聞デ

ジタル．2022. 10. 20．

  

，（参照　2022-11-08）．

・酒見佳世．竹澤紀子．“早慶和書電子化推進コン

ソーシアム：早慶の新たな取り組み”．カレント

アウェアネス-E．No. 451．E2575．2023. 2. 2．

 ，（参照　2023-02-

03）．

・金子莉歩．“紙から電子へ　慶應義塾大学メディ

アセンターの新たな挑戦”．慶應塾生新聞．2022. 

12. 24．

　 ．

メディアセンターに関する書誌＜2022年度＞
2022.4～2023.3
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https://www.jukushin.com/archives/54818
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論 文 発 表

本　部  
藤本優子．“大学図書館における電子図書館サービス 

導入の実践例：慶應義塾大学メディアセンター”．
電子図書館・電子書籍サービス調査報告2022：こ
れまでの10年とこれからの10年．樹村房．2022. 
12，p. 57-71.

加藤諒．“大学図書館界における本学メディアセン
ターの活動と役割”．塾監局紀要．2023. 1，no. 37， 
p. 47-48．

酒見佳世ほか．“早慶和書電子化推進コンソーシア
ム：早慶の新たな取り組み”．カレントアウェア
ネス-E，2023. 2，no. 451，E2575．

 

日　吉  
長坂功．“イリノイ大学モーテンソンセンター アソ 

シエイツプログラム参加報告”．塾監局紀要．2023.  
1，no. 37，p. 80-81．

信濃町  
岡田将彦．“コロナ禍の慶應義塾大学における図書

館サービスについて”．日本農学図書館協議会誌．
2022，no. 208，p. 23-29．

遠藤泉．“たゆたうひろば、たゆたう人々”．医学図
書館．2023. 3，vol. 70，no. 1，p. 4．

理　工  
浅尾千夏子．“松下記念図書館開館50年記念企画の

実施”．塾監局紀要．2023. 1，no. 37，p. 51-52．

SFC  
森嶋桃子．“気がつけばバーチャル図書館員？！：大

学図書館におけるICT（チャット，LINE，Zoom） 
及びSNS（Twitter，Facebook，Instagram）の活 
用”．大学図書館研究．2022. 8，vol. 121，p. 2141- 
1-2141-12．

研 究 発 表

本　部  
五十嵐健一．“早慶図書館システム共同運用―新環 

境下における図書館資源の管理と提供―”．Japan 
Ex Libris Day 2022「LSPで実現する図書館イノ
ベーション」．2022. 7. 19．於 オンライン

藤本優子．“慶應義塾大学におけるDDAの取組み”．
私立大学図書館協会東地区部会2022年度研修会．
2022. 10. 17．於 オンライン

酒見佳世．“JUSTICE 転換契約に関する勉強会”，
第二部 転換契約に関する座談会”．2022. 12. 8．
於 オンライン

酒見佳世ほか．“第93回国公私立大学図書館協力委
員会．懇談事項基調報告”．2022. 12. 22．於 オン
ライン

スタッフによる論文発表・研究発表＜2022年度＞
2022.4～2023.3

慶應義塾公式Webページ

・“アジアから唯一 慶應義塾大学が米国大学図書館 
によるデジタルライブラリーHathiTrustへ加盟”．
プレスリリース．2022. 6. 9．

  
，（参照　2022-7-4）．

・“第34回慶應義塾図書館貴重書展示会　文人の書
と書物―江戸時代の漢詩文に遊ぶ―”．プレスリ
リース．2022. 9. 7．

  
，（参照　2022-9-12）．

・“大学図書館向けのコンテンツ拡充と電子書籍の
新たなビジネスモデル構築を目指す「早慶和書電
子化推進コンソーシアム」発足”．プレスリリース．
2022. 10. 20.

  
，（参照　2022-10-20）．
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神谷優子．“「パブリックコメント結果の紹介」”．第
16回　学術コミュニケーションセミナー（月刊
JPCOAR）．2023. 1. 24．於 オンライン

三　田  
吉井由希子．“APCの案内方法”．第 8 回学術コミュ

ニケーションセミナー（月刊JPCOAR）．2022. 5. 
17．於 オンライン

倉持隆．“慶應義塾図書館における洋古書の保存と
活用”．国立国会図書館第33回保存フォーラム「洋
古書の保存と取扱い―革装本を中心に―」．2022. 
12. 14～2023. 1. 17．

 ※ リアルタイムでの発表ではなく，動画を一定期
間配信する形式

三谷美恵子．“RapidILL導入事例”．RapidILLウェ 
ブセミナー「文献入手に革命的進化！RapidILL」．
2022. 10. 27．於 オンライン

信濃町  
遠藤泉．“慶應義塾大学信濃町メディアセンターに

おける電子書籍サービスの現状”．2022年度日本
医学図書館協会近畿地区会・日本薬学図書館協議
会西地区協議会・近畿病院図書室協議会共催シン
ポジウム．2023. 1. 27．於 オンライン

岡田将彦．“コロナ禍の慶應義塾大学における図書
館サービスについて”．第129回農学図書館情報セ
ミナー．2023. 3. 8．於 オンライン
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